
EBSセルフメディケーションリサーチラボ
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NAT2が高活性型のIntermediate Acetylator(IA)
タイプで、スルファサラジンによる重症副作用が起
こりにくいタイプといわれています。

1 N/N  
NAT2が高活性型のRapid Acetylator(RA)タイプ
で、スルファサラジンによる重症副作用が起こりに
くいタイプといわれています。
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TYPE NAT2ディプロタイプ あなたは

衛生検査所登録番号：第9470号
〒731-0138

分析機関：イービーエス株式会社　　

【注意事項】Nはノーマル型(Normal type)ハプロタイプを、Mは変異型(Mutant type)ハプロタイプを示し
ています。なお、変異型の場合でもNAT2*13のハプロタイプは、ノーマル型のNAT2*4と同等のアセチル
活性を示すことが証明されているため、NAT2*13のハプロタイプの場合にはノーマル型として表記いたしま
す。

3 M/M ★
NAT2が低活性型のSlow Acetylator(SA)タイプ
で、スルファサラジンによる重症副作用が現れやす
いタイプといわれています。
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